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○氷見市長の政治倫理に関する条例（平成２７年１２月１８日現在案）逐条解説 

 

【解説】 

検討委員会において検討された新規条例案について、その考え方を記すと

ともに、各条における委員からの主な意見等を記載した。 

 

氷見市長の政治倫理に関する条例（案） 

平成 28年 月 日 

条例第 号 

 

 わたしたち氷見市民は、氷見市がもつ豊かな自然、歴史、文化などの資源を活

かし、ひとりひとりの市民を尊重し、そのいとなみが輝くまちづくりがなされる

ことを願い、市長に対し、氷見市を代表し、氷見市の課題に取り組むため政策を

講じ施策及び事業を執行し、氷見市の活力と魅力をいっそうひきだすことをそ

の責務として託します。 

 市長が誠実かつ公正にその職務にあたり、市民参加と情報公開を前提に責任

ある決断をなすことは、氷見市の未来をつくることであり、市民の公益でもあり

ます。その職務を果たすため市長が守るべき基本原則を明らかにし、その権限の

行使が適切であることを担保するため、この条例を定めます。 

【解説】 

 本前文は、本条例の制定目的について、氷見市民の立場で定めたものであ

る。 

 単に汚職防止条例であるだけでなく、市長に期待することや市長のあるべ

き姿を盛り込むとともに、市長が誠実かつ公正にその職務にあたり、その権限

を適切に行使して職務を果たしてほしいという願いが表現されている。 

 他市の政治倫理条例では、汚職防止、疑惑に関する説明について定めた条例

がほとんどである。 

 この条例案は、市長に期待することや市長のあるべき姿を盛り込んだ案と

なっているため、「政治倫理条例」ではなく、「行動規範条例」という名称がふ

さわしいのではないかという意見がある。 

 

検討委員会では 

・単に汚職防止条例ではなく、市長に期待することや市長のあるべき姿を示

した行動規範を盛り込んだ条例案とすることに賛同を得ている。 
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（目的) 

第 1条 この条例は、氷見市長（以下「市長」という。）の責務、職務において

遵守すべき規範を定め、その権限の不当な行使を防ぐため、政治倫理基準及び市

民による審査の請求制度を設けることにより、市長の職務の執行をよりよく市

民の信託に応えるものとすることを目的とする。 

【解説】  

本条は、この条例の制定目的について、規定したものである。 

 市長の責務や遵守すべき規範を定めるとともに、政治倫理基準及び市民に

よる審査の請求制度を設けることにより、市長の職務の執行をよりよく市民

の信託に応えるものとすることを目的としている。 

 他市の政治倫理条例の（目的）の条文では、 

  ・公正で開かれた市政の確保と発展に寄与することを目的とする。 

  ・市政の健全な発展に寄与することを目的とする。 

  ・市政に対する市民の信頼を確保することを目的とする、等がある。 

 

 検討委員会における主な意見 

条例対象者について 

  ・他市では副市長や教育長まで含めた政治倫理条例が制定されているこ

ともあり、本市でも含めるべきではないか。 

  ・本条例案は、市長に期待することやあるべき姿が示された条例案なの

で、副市長や教育長を含めることに、違和感がある。副市長と教育長を含

めるならば、さらにそれぞれの役割まで踏み込んだ内容とすべきではな

いか。 

（市長の責務) 

第 2 条 市長は、市民の信託に応える市の代表者として、広く市民の声を聞い

て市政の課題に取り組み、執行機関の意思を決定して効果的な行政運営を行い、

公正かつ誠実にその職務にあたらなければならない。 

【解説】  

 市長の職務における責任と義務を定めたものである。 

 他市の政治倫理条例には、やはり「市長の責務」の条文があり、表現は違う

ものの、概ね「市の代表者」や「市民の信託を受けた全体の奉仕者」といった

表現で、「その使命の達成に努めなければならない。」となっている条文が多

い。 

（市民参加と情報公開による市政運営） 

第 3 条 市長は、市政の情報を広く公開し、市政の課題に市民参加を得て取り
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組み、課題に対応する効果的な政策開発に努めなければならない。 

2 市長は、市の魅力や価値を積極的に情報発信し、市の内外から市政と市への

関心を高めることに努めなければならない。 

【解説】  

 前文にも書かれている市政への市民参加と情報公開を定めたものである。 

（効果的かつ効率的な行政運営） 

第 4 条 市長は、執行機関の長として誠実かつ公正にその責務に取り組み、そ

の意思決定に責任を負う。 

2 市長は、市政の課題に対し、その課題に応じて展望と具体策を講じ、効果的

な政策を行うよう努めなければならない。 

3 市長は、市政の課題に取り組むため、執行機関と職員の力をひきだし、その

力の伸長に努めなければならない。 

4 市長は、効果的な政策を効率的な行政運営により実現するよう努めなければ

ならない。 

【解説】 

 自治基本条例検討委員会にて、市長に期待することや市長のあるべき姿に

ついての意見を定めたものである。 

（議会との関係） 

第 5条 市長は、議会の役割を理解・尊重し、市政の情報提供に努め、相互に緊

張感ある信頼関係を築くことにより、市政の健全な発展に努めなければならな

い。 

【解説】 

 市長のあるべき姿として、市長は議会との間に緊張感ある信頼関係を築く

ことにより、市勢の発展が見込まれることを定めたものである。 

（他行政機関との関係） 

第 6条 市長は、国、県、他の自治体に対し、地方分権の趣旨に基づき対等な立

場で市民を代表し、その公益の実現に努めなければならない。 

【解説】 

市長のあるべき姿を示している。 

「地方分権の趣旨に基づき」を「地方分権の成果を活用し」と表現する案も

あったが、前者を採用している。 

（政治倫理基準) 

第 7 条 市長は、その権限の行使を適正なものとするため、以下の各号を遵守

するものとする。 

(1) 法令及び社会規範を遵守し、市長の品位及び名誉を損なう行為を慎むこと。 
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(2)  不正の疑惑を持たれるおそれのある行為をし、又はその地位を利用して、

いかなる金品も授受しないこと。 

(3) 市又は市が資本金、基本金その他これらに準じるものを出資している法人

若しくは市の施設の指定管理者（第 5号において「市等」という。）が行う許可、

認可、処分又は請負その他の契約等に関し、特定の者のために有利な取扱い又は

不利な取扱いをするような働きかけをしないこと。 

(4) 請負その他の契約に関し、推薦又は紹介をしないこと。 

(5) 市職員の公正な職務執行を妨げ、その権限又は地位による影響力を不正に

行使するような働きかけをしないこと。 

(6) 職員の採用に関し、推薦又は紹介をしないこと。 

(7) 地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号。以下「法」という。）第 142 条に規

定する趣旨を尊重し、市長の配偶者若しくは 1親等の親族（以下「親族等」とい

う。）又は法人（市長又は親族等が役員に就いているものに限る。）に対し、市等

が行う請負契約等の自粛を働きかけ、市民に疑惑の念を生じさせないよう努め

ること。 

2 市長は、政治倫理に反するような事実があるとの疑惑を持たれたときは、自

らその疑惑を解明し、その責任を明らかにするよう努めなければならない。 

【解説】 

１号について、コンプライアンス（法令順守）について定めている。 

４号について 

・本市の請負その他の契約において、プロポーザル方式（低額入札者と契

約する方法ではなく、複数の者に企画を提案してもらい、その中から優れ

た提案を行った者を選定すること。）の契約が増えてきている。 

 本市の１２月議会においても、議員から契約の透明性に関する質問が

出たことから、市長が、業者を推薦又は紹介をすることを禁止することを

定めている。 

 市長が知り得た新しい企画を提案する事業者を、契約事務方へ推薦又

は紹介を禁止することについては、企画提案者が変わりばえのない、いつ

も同じ顔ぶれとなる可能性（デメリット）がある。 

 ５号と７号については、本市議会議員政治倫理条例にある政治倫理基準と

同じ表現としている。 

 

検討委員会における主な意見 

・市長の政治倫理基準として、あたりまえのことである「法令及び社会規範

を遵守し」という表現を入れる必要があるのか。 
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（審査の請求権) 

第 8 条 市民（氷見市選挙人名簿に登録されている者に限る。以下同じ。）は、

市長が第７条に規定する政治倫理基準に違反する疑いがあると認めたときは、

これを証する資料を添えて、法第 74 条第 5 項に規定する選挙権を有する者の

100 分の 1 以上の者の連署をもって、市長に政治倫理に違反する行為の存否の

審査（以下「審査」という。）を請求することができる。 

【解説】 

 平成２７年１２月２日現在、本市の選挙人名簿登録者数は、４２，３６７人

である。よって、４２４人の市民の署名があれば、疑いを証する資料を添えて、

市長に審査を請求することができる権利を定めたものである。 

 

 市長の疑惑について、市長へ審査を請求することについては、次条にて、政

治倫理審査会の委員の選任に際し、公平性及び公正性の確保に十分留意する

よう定めている。 

 

 市長の疑惑について、市議会議長へ審査を請求する案もあったが、他市の事

例では、市議会議長への審査の請求は、ほとんどなかった。 

 市長とは別に住民から選ばれた議員で構成する議会は、議会の議決等によ

り市長の行政運営を監視するという「二元代表制の理念」がある。 

市長が作る条例において、市議会議長が何々しなければならない等の条文

は、「二元代表制の理念」に反するとの考えがあるために、他市では、市長の

疑惑について、市長へ審査の請求することとなっていると考えられる。 

ただし、理念に反するものの法的にはダメではないという意見もある。 

 

（政治倫理審査会の設置) 

第 9 条 市長は、前条の規定による審査の請求を受けたときは、速やかに氷見

市政治倫理審査会（以下「審査会」という。）を設置し、諮問しなければならな

い。 

2 審査会は、委員５人以内で組織する。 

3 市長は、委員の選任に際し、公平性及び公正性の確保に十分留意しなければ

ならない。 

4 審査会の委員は、社会的信望があり、地方行政に関し識見の高い者のうちか

ら、市長が委嘱する。 

5 審査会の委員の任期は、市長の諮問に応じ、審査後、答申するまでとする。 

6 審査会の会議は公開とする。ただし、審査会が特に必要と認めるときは、出
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席委員の３分の２以上の同意を得て、非公開とすることができる。 

7 審査会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

8 審査会の委員は、公平かつ適正にその職務を遂行するものとし、その職務を

政治的目的のため、利用してはならない。 

9 審査会の委員は、その職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を

退いた後も同様とする。 

【解説】 

 氷見市政治倫理審査会は、請求が発生することにより、設置をする。 

 任期は、市長の諮問に応じ、審査後、答申するまでとする。 

 他市では、委員の任期を２年とする条例がある。 

（審査会の職務) 

第 10条 審査会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる審査を行うものとする。 

(1) 審査の請求の適否 

(2) 政治倫理基準に違反する行為の存否 

2 審査会は、前項の審査を行うため、審査の請求を行った者又は審査の対象と

なった市長から事情を聴取し、又は資料の提出を求めることができる。 

3 審査会は、審査の対象となった市長に弁明の機会を与えなければならない。 

4 審査会は、必要があると認めたときは、関係者の出席を求め、説明若しくは

意見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（審査結果の報告) 

第 11条 審査会は、その審査を終了したときは、速やかに審査結果を市長に報

告しなければならない。 

2 市長は、前項の規定により報告を受けたときは、速やかにその内容を公表す

るものとする。 

（審査結果の措置) 

第 12条 市長は、審査会からの報告において、市長の行為が政治倫理基準に違

反している旨の指摘がなされたときは、当該報告を尊重し、市民の信頼を回復す

るために必要な措置を講じなければならない。 

【解説】 

 第１０条の（審査会の職務)、第１１条の（審査結果の報告)、第１２条の（審

査結果の措置)については、本市議会議員政治倫理条例とほぼ同じである。 

（委任) 

第 13条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この条例は、平成 28年 月 日から施行する。 


